
 ―「日本文化論」科目― 
 

日本文化論（必修） 
 
日本言語文化概説 
日本古典文学作品概説 
日本語学概説 
日中対照言語学概論 
日仏比較文学研究 
日本倫理思想論Ⅰ・Ⅱ 
日本古代中世文化史特論 
日本近世近代文化史特論 
日本美術史特論Ⅰ・Ⅱ 
服飾美学 
日本民俗学 
日本音楽論       その他 
 
 
 

―「文化マネージメント」科目― 

 
文化マネージメント論演習（必修） 
 
日本言語表現論特論 
アジア民俗文化論 
仏語言語文化論演習 
英語圏文学・文化特論 
多文化間心理教育学演習 
倫理思想史特論 
伝統芸能文化研究 
民俗文化論演習 
舞踊芸術学特論 
音楽表象文化演習 
生涯学習研究特論 
文化財科学特論     その他 

 

With Regard to Minor System: 
 

Our graduate school (Comparative Studies of 
Societies and Cultures) has implemented a minor 
system as one of the measures to train female 
researchers to obtain a highly “interdisciplinary,” 
“comprehensive” and “international” perspective so 
that they can take an active role in our globalizing 
modern society.  The minor system allows them to 
take certain group of courses besides their own major, 
and receive academic credits upon completion of the 
courses. 

 
Through this system, students are expected to 

foster their competence to utilize knowledge, by 
means of which they apply their specialized 
knowledge to issues in much wider contexts, as well 
as their comprehensive, cross-disciplinary 
understanding. 

 
The two minor courses “Japanese Cultural 

Studies” and “Cultural Management” are the 
educational programs that are central to the Support 
Program for Improving Graduate School Education 
(adopted in the year 2007), “Developing International 
Communication Skills in Japanese Cultural Studies.”                              

 
 

 
 

A practice project exhibition by some students in minor 
program “Cultural Management” 

 

 

 ― 副専攻 ― 

  日本文化論 

文化マネージメント 

 

お茶の水女子大学大学院 

比較社会文化学専攻 

 

平成19年度採択 大学院教育改革支援プログラム 

「日本文化研究の国際的情報伝達スキルの育成」 

 

 

 

 

連 絡 先：ＪＣＳ推進室 
住 所 〒112-8610 東京都文京区大塚 2-1-1 

     お茶の水女子大学 人間文化創成科学 
研究科・全学共用研究棟 5 階 506 号 

 電話 03-5978-5504 / FAX 03-5978-5508 
 http://www.dc.ocha.ac.jp/dics-jacs/index.htm 
 



【副専攻について】 

 本学大学院（比較社会文化学専攻）は、従来の

学問分野の「専門的知見」を十分に習得した上で、

さらに、グローバル化する現代社会の中で多文化

の相互理解を推進し国際協力に寄与しうる高度に

「学際的」で「総合的」かつ「国際的」な女性研

究者を養成することを目標としてかかげておりま

す。 
 このような目標を実現するための方策の一つと

して、本学大学院（比較社会文化学専攻）では、

副専攻制度を実施しております。副専攻とは、主

たる専攻とは別に、特定の分野の科目群を履修し

て、その成果を認証する制度です。希望者は所定

の単位を取得すれば、副専攻の修了書が授与され

ます。 
 これらの履修を通じて、みずからの専門分野に

おいて得た知識を広い視野で生かす知識活用能力

や、多様な学問分野を横断する総合的な理解力を

養成することが期待されます。 
 また、副専攻「日本文化論」と「文化マネージ

メント」の 2 コースは、平成 19 年度採択大学院

教育改革支援プログラム「日本文化研究の国際的

情報伝達スキルの育成」を支える教育プログラム

でもあります。 
 どうぞ奮って履修してください。 
 
 

【日本文化論】 

 副専攻「日本文化論」プログラムは、本学大学

院生に、多様な日本文化と日本的思惟方法につい

ての広く深い理解を促すために設けられる副専攻

プログラムです。 
この教育プログラムは、思想、歴史、社会、文学、

言語、生活文化、服飾、芸術（美術、音楽、舞踊）

を含めて、日本の過去と現在のハイ・カルチャー

及びサブ・カルチャーの広範な領域の対象を、比

較論的な観点から学際的かつ総合的に論じる諸科

目で構成されます。 
 本学大学院では、大学院修了後に国際的な場で

社会貢献を行う人材（留学生を含む）の育成に積

極的に推進しています。こうした学生が日本文化

と日本的思惟方法を理解することは、日本文化理

解の適切な国際標の形成に資するでしょう。さら

に、グローバル化に伴う価値一元化傾向に対する 

 
   副専攻「文化マネージメント」プログラム履修生

による企画展実習 

批判的視点を積極的に提示し、それを通じて多様

な文化の共生を促進する一助となることも期待さ

れます。 

【文化マネージメント】 

 副専攻「文化マネージメント」プログラムは、

博物館・美術館・文書館・劇場などの運営や企画・

経営を通じて、社会に於ける多様な文化活動を牽

引する専門職（プロデューサー、キューレーター、

アーキビスト、アートマネージャー等）を目指す

のに必要な学習をするための履修プログラムです。 
 我が国の今後の文化・芸術活動の発展にとって、

文化施設や文化芸術団の管理運営や企画管理を推

進する優れた人材を養成することは必要不可欠で

す。本副専攻では、文化に対する深い考察と見識

を備えた上で、多様な文化活動をマネージメント

できる人材の養成を目指します。 

【履修方法】 

＊副専攻として履修する学生は、所定の期間内に    

 その旨を学務課に届けることになっています。 
＊各科目群の科目履修によって、必須科目を含む 
 所定の単位を取得した学生に、修了証書が授与 
 されます。 
 
詳しい履修方法については、それぞれのプログラ

ムごとに決まっていますので、それに従ってくだ

さい。 


